ま はない が、 それ以上の 魅力がなければ ならない。 そ 

れは、 前に も 述べた 「生命の 韻律 的 表現」 による 心理 

II, 'ナ ミック 

的 又は 動 性的な 美感で ある。 それ は 音楽に 比すれば 諧 

調の 美で ある。 瞬間 瞬間、 一語一語、 一挙一動 によつ 

て 醸し出される 雰囲気の 流れで ある。 観衆 をして 何等 

の 期待な く、 何等の 予想な く、 而も 倦怠と 焦燥 を 感ぜ 

しめないで、 刻々 の 陶酔境に ひたりき る こと を 得させ 

れば、 もう 場面の 切り方な ど 重要な 問題で ない。 しか 

し、 さう いふ 結果 を 得る ために、 全体として やはり、 

場面の 切り方 は 問題になる ので ある。 しかし、 これ も 

詮じ つめれば 場面の 統一と 調和、 場面と 場面との 関係 



の 新しい 相」 が 正しく 美しく 浮び 出て ゐる。 —— さう 

いふ 「興味の もち 方」 は、 芸術家の 本質的 天分 を 決定 

的に 物語る ものであって、 鑑賞 者の 立場から、 その 作 

品に 興味が もてない とか、 もてる とかい ふの も、 つま 

り は、 作家と 鑑賞 者との 隔り II 芸術的 天分の 相違 I 

I とい ふこと に 帰着す る わけなの である。 

この 「興味の もち 方」 は、 作品 を 通じて 見る 時 は、 

云 ふまで もな く 「表現」 と 離れて 存在 はしない。 また、 

これ だけ を 問題と する こと も 不当の やうで は あるが、 

実際、 われわれ は 数多の 作品 中に、 ここまで 論じつ め 

なければ、 その 価値 を 批判す る ことができな いやうな 



もの を 見出す ので ある。 つまり 戯曲と か 小説と かいふ 

作品 そのものの 価値 批判 を、 真面目に する 気に はなれ 

ない ほど、 さう いふ 作品 を 発表す る 作家の 芸術的 天分 

に 疑 ひ を もつ ことが、 屢々 あるので ある。 

戯曲 論と して は、 甚だ 見当 違 ひの やうで は あるが、 

戯曲 作家の 第 一 免許状 を、 「対話させる 術」 と 断 じた そ 

の 意味に 於て、 私 は 将来の 劇作家に 「戯曲 以前の もの」 

を 要求す るので ある。 二 九 二 五. 五) 



底本 ： 「岸 田國士 全集 2」 岩波 書店 

1989 (平成 元) 年に 月 8 日 発行 

底本の 親 本 ： 「現代 演劇 論」 白水社 

1936 (昭和：：：) 年 u 月^日 発行 

初出 ： 「演劇 新潮 第一 一年 第五 号」 

1925 (大正^:) 年 5 月 ー 日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 o o 9 年 9 月 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



